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平成30年第４回定例会　審議結果

平成30年 第４回定例会
12月3日〜12月10日（8日間の会期）

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

議案第67号
境町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案
について

H30.12.10 原案可決

議案第74号 財産の取得について H30.12.3 即日原案可決

議案第75号 事業変更契約の締結について H30.12.3 即日原案可決

平成30年度境町各種会計補正予算
会　計 予算現額 補正額 補正後の金額
一般会計 182億1,984万4,000円 29億9,216万4,000円 212億1,200万8,000円

特別
会計

国民健康保険事業 32億5,719万3,000円 480万9,000円 32億6,200万2,000円
後期高齢者医療事業 4億5,479万5,000円 297万3,000円 4億5,776万8,000円
介護保険事業 19億8,423万4,000円 17万5,000円 19億8,440万9,000円
公共下水道事業 11億4,861万9,000円 2,135万3,000円 11億6,997万2,000円
農業集落排水事業 2億3,460万円 11万8,000円 2億3,471万8,000円

補正予算関係

平成30年 第２回臨時会
10月12日（1日間の会期）

平成30年度境町一般会計補正予算
会　計 予算現額 補正額 補正後の金額
一般会計 138億7,687万7,000円 43億4,296万7,000円 182億1,984万4,000円

補正予算関係

12月3日から10日までの8日間の会期で開催され、条例1件、補正予
算6件、諮問3件、その他2件、発議1件の議案が提出され原案のとお
り可決・同意されました。
また、陳情については、継続審査となりました。
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平成30年9月26日にホノルル市において挙行された友好都市協定締結調印式

陳情審議結果

ホ
ノ
ル
ル
市
と
の
姉
妹
都
市
協
定
締
結
に
向
け
た
決
議

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
議

会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
全
件
即
日
原

案
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

陳情第２号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための
政府予算に係る意見書採択を求める陳情について

H30.12.10 継 続 審 査

陳情第３号
議会として、「医師養成定員を減らす政府方針の見直し
を求める意見書」を国に提出することを求める陳情書に
ついて

H30.12.10 継 続 審 査

○
ホ
ノ
ル
ル
市
議
会
で
は
『
日
本
国
茨
城
県
境
町
と
の
姉
妹
都
市
協
定
締
結
に
つ
い

て
の
決
議
』
が
12
月
5
日
（
現
地
時
間
）
に
全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
境
町

に
お
い
て
も
12
月
10
日
に
、
ホ
ノ
ル
ル
市
の
決
議
に
謝
意
を
表
し
、
両
市
町
の
姉
妹

都
市
協
定
締
結
及
び
友
好
関
係
の
深
化
に
向
け
た
取
組
の
推
進
を
求
め
る
決
議
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

再　任新　任新　任

境町
倉持　薫

境町長井戸
芝田　和則

境町伏木
染谷　富士男

人
事
案
件
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乳幼児の親子の遊び場・コミュニティーの場と
して利用いただける『キッズハウスさかい』

議
席
5
番

櫻
井
　
実　

議
員

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

Q  

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
予
定
に
つ

い
て
伺
う
。

A  

新
潟
県
見
附
市
で
は
、
毎
年
１
万

人
以
上
の
市
民
が
参
加
し
た
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
、
当
町
に
お
い
て
も

町
全
体
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
長
田
地
区
に

お
け
る
総
合
防
災
訓
練
は
大
雨
に
よ
り
、

参
加
い
た
だ
く
住
民
の
皆
様
の
体
調
等

を
考
慮
し
中
止
と
し
た
が
、
今
後
も
住

民
の
皆
様
と
協
働
し
て
防
災
意
識
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。 

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

一 般 質 問一 般 質 問

2人の議員が登壇しました

議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

Q  
全
国
的
に
も
自
転
車
保
険
の
加
入

が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
当
町
に
お
け
る
小
中
学
校
を
含
む

現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A  

県
が
義
務
化
、
条
例
化
し
全
県
下

で
使
え
る
仕
組
み
に
す
る
事
が
望
ま
し

い
が
、
境
町
と
し
て
も
全
人
口
を
対
象

と
し
て
町
独
自
で
何
が
出
来
る
の
か
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

自
転
車
保
険
加
入
の
促
進
に

つ
い
て

Q  

産
後
う
つ
は
、
出
産
直
後
の
母
親

が
育
児
へ
の
不
安
な
ど
か
ら
起
こ
る
病

で
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
や
育
児
放
棄
の

一
因
に
な
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

産
後
う
つ
予
防
に
つ
い
て

予
防
に
つ
い
て
の
当
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

A  

町
と
し
て
は
、
産
後
う
つ
や
産
前

産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
ま
だ
十
分
で
な
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
民
間
事
業
者

と
の
提
携
、
も
し
く
は
施
設
を
設
置
し

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
育
て
な
が
ら
町
が
支
援

す
る
な
ど
、
方
法
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
だ
ま
だ
現
状
で
は
出
来
て
い
な
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
き
た
い
。 

（
町
長
）

１番　議席10番　田山 文雄 議員
⑴自転車保険加入の促進について
⑵産後うつ予防について

２番　議席5番　櫻井　 実 議員
⑴防災・減災対策について
⑵ふるさと納税について
⑶公共交通機関について
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ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q  
小
中
学
校
に
お
け
る
防
災
計
画
及

び
避
難
訓
練
の
現
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A  
学
校
保
健
安
全
法
に
よ
り
、
教
職

員
が
円
滑
か
つ
的
確
な
対
応
を
図
れ
る

よ
う
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
い
る
。
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
万
が
一
の

災
害
発
生
に
備
え
て
、
地
震
被
害
を
想

定
し
た
教
室
内
外
の
安
全
点
検
の
実
施
、

災
害
発
生
時
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

へ
の
引
き
渡
し
方
法
等
の
周
知
及
び
訓

練
の
実
施
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
今
後

と
も
児
童
・
生
徒
の
生
命
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
様
々
な
災
害
に
備
え
て

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
調
査
・
研
究
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
教
育
次
長
）

Q  

総
務
省
の
返
礼
品
等
に
つ
い
て
の

指
導
か
ら
、
本
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
が
事
業
へ
の

影
響
は
な
い
の
か
伺
う
。

A  

総
務
省
通
知
に
対
応
す
る
た
め
返

礼
品
を
３
割
以
下
に
設
定
し
、
地
場
産

品
以
外
の
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
全
て

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
削
除
し
て
お
り
、

９
月
１
日
時
点
の
調
査
結
果
で
は
、
境

町
は
「
見
直
し
済
み
」
と
さ
れ
た
。
来

年
度
に
お
い
て
も
平
年
並
み
の
予
測
も

立
つ
こ
と
か
ら
、
ま
っ
た
く
危
惧
す
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
制
度
は
い
つ
無
く
な
る
か
分
か
ら

な
い
制
度
で
あ
る
と
理
解
し
て
当
初
か

ら
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

も
し
無
く
な
っ
た
場
合
で
も
影
響
が
な

い
よ
う
今
後
と
も
各
種
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
町
長
）

Q  

返
礼
品
に
体
験
型
農
園
な
ど
の
取

り
組
み
も
必
要
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

A  

県
内
で
も
12
市
町
が
返
礼
品
と
し

て
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
申
し
込
み
件

数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
況
で
あ
り
、

公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て

Q  

公
共
交
通
機
関
シ
ス
テ
ム
の
検
討

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A  

昨
年
度
は
状
況
調
査
と
、
町
民
及

び
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
等
に
対
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
今
年

度
は
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
町
の
課
題

等
を
整
理
す
る
な
ど
計
画
策
定
の
土
台

を
整
備
し
て
い
る
。
多
方
面
か
ら
の
意

見
や
ニ
ー
ズ
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
べ

く
「
境
町
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」

を
設
立
す
る
準
備
も
進
め
て
お
り
、
今

年
度
中
に
計
画
策
定
の
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
協
議
会
設
立
後
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
手
法
や
、
車
に
セ
ン
サ
ー

を
搭
載
し
て
車
の
位
置
や
ス
ピ
ー
ド
、

走
行
環
境
等
の
情
報
を
集
め
、
そ
の

デ
ー
タ
を
人
工
知
能
が
解
析
し
て
理
想

的
な
走
行
を
実
現
す
る
自
動
運
転
導
入

な
ど
、
幅
広
い
手
法
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
（
秘
書
公
室
長
）

　

10
月
25
日
に
、
仙
台
市
に
お
い
て
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
農
業
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
（
愛
称
：
せ
ん
だ
い
農

楽
校
）
に
つ
い
て
３
名
の
議
員
で
研
修

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
仙
台
市
で
は
『
食
』
や
『
生

産
の
喜
び
』
に
関
心
を
持
ち
、
市
民
農

園
や
家
庭
菜
園
で
農
業
に
親
し
む
市
民

が
増
え
る
一
方
で
、
農
家
に
お
い
て
は

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
農
業
に
触
れ
親
し
み
た
い
市

民
と
、
短
期
的
な
繁
忙
期
に
人
手
が
必

要
な
農
業
者
、
双
方
の
思
い
を
満
た
す

た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
農
業
サ
ポ
ー

タ
ー
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

内
容
は
、
全
17
回
の
講
義
・
実
習
等

を
行
い
14
回
以
上
（
80
％
以
上
）
受
講

し
た
方
に
対
し
て
修
了
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
修
了
生
は
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

仙
台
市
に
登
録
し
、
登
録
農
家
と
直
接

連
絡
を
取
り
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
方
法
で

仙
台
市
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー

視
察

議
会
活
動

今
後
は
交
流
人
口
の
拡
大
を
含
め
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

（
秘
書
公
室
長
）
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現地において開催中の農業サポーター養成講座（実習）を視察してまいりました

養成講座(実習)の様子

は
農
業
者
か
ら
の
急
な
要
請
に
こ
た
え

る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

農
業
者
と
サ
ポ
ー
タ
ー
間
の
調
整
を
行

う
「
み
の
り
の
会
」
が
サ
ポ
ー
タ
ー
の

有
志
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
当
日
派
遣

可
能
な
サ
ポ
ー
タ
ー
を
手
配
す
る
な
ど
、

農
業
者
か
ら
の
要
請
に
い
ち
早
く
対
応

可
能
な
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
現
在
の
登
録
者
数
は
、

農
業
者
数
１
５
６
名
、
サ
ポ
ー
タ
ー
数

１
２
４
名
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し

て
①
登
録
農
家
の
拡
大
②
農
業
サ
ポ
ー

タ
ー
の
保
険
加
入
（
現
在
は
個
人
加

入
）
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
農
業
者
の
高
齢

化
、
ま
た
、
担
い
手
不
足
は
今
後
の
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
で
は
今
後

も
調
査
・
研
究
を
進
め
町
に
提
言
し
て

ま
い
り
ま
す
。

道
の
駅
さ
か
い
六
次
産
業
施
設

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

10
月
29
日
に
、
道
の
駅
さ
か
い
内
に

お
い
て
『
さ
か
い
サ
ン
ド
』
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
境
町
の
お
い
し
い
物
を
ま

る
ご
と
サ
ン
ド
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
新

た
な
六
次
産
業
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
に
は
、
開
店
を

待
ち
わ
び
て
い
た
住
民
の
方
々
で
大
変

な
賑
わ
い
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

総
務
建
設
農
政
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

　

当
委
員
会
で
は
、
11
月
５
日
・
６
日

に
北
海
道
上
川
郡
東
川
町
に
お
い
て
、

移
住
・
定
住
促
進
施
策
等
に
つ
い
て
研

修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

東
川
町
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
人
口
約
８
，
３
０
０
人
、
面

積
は
２
４
７
．
３
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
広
く
、
敷
地
の
約
70
パ
ー
セ
ン
ト
が

森
林
で
形
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

森
林
の
一
部
は
大
雪
山
国
立
公
園
と

な
っ
て
お
り
、
北
海
道
最
高
峰
の
「
旭

岳
」
を
有
す
る
優
れ
た
自
然
環
境
と
観

光
資
源
に
恵
ま
れ
た
町
で
あ
り
ま
す
。

　

東
川
町
で
は
昭
和
25
年
当
時
１
万
人

以
上
で
あ
っ
た
人
口
が
平
成
５
年
に
は

７
千
人
以
下
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
移
住
・
定
住
施
策
に
力
を
入
れ

て
お
り
ま
す
。
主
な
施
策
と
し
て
は
、

景
観
住
宅
建
築
支
援
事
業
や
、
起
業
化

支
援
事
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
町
内
に

あ
る
新
興
住
宅
地
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
は
、
美
し
い
街
並
み
を
実
現
す
る
た

め
の
「
東
川
風
住
宅
設
計
指
針
」
に
基

づ
い
た
「
東
川
ス
タ
イ
ル
」
で
統
一
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
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野本勇作さんに記念状が手渡されました

北海道上川郡東川町において様々な事業について調査・研究してまいりました

日
亜
外
交
樹
立
１
２
０
周
年
記
念

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
会
館
記
念
状
贈
呈
式

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
シ
ョ
ー

　

1
月
17
日
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和

国　

駐
日
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
特
命
全
権
大

使
ア
ラ
ン
・
ベ
ロ
ー
閣
下
が
来
町
さ
れ
、

上
小
橋
地
内
の
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
会
館
に

お
い
て
、
日
本
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
外
交
樹

立
１
２
０
周
年
を
祝
う
記
念
状
が
野
本

勇
作
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
は
午
後
か
ら
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ

シ
ョ
ー
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の

町
民
の
方
々
を
魅
了
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
川
町
で
は
物
で
は
な
く
文

化
に
よ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
昭
和

60
年
に
「
写
真
の
町
」
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。
平
成
６
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

る
「
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大

会
」
で
は
、
国
内
外
か
ら
高
校
生
が
東

川
町
に
集
い
写
真
を
通
し
た
交
流
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
に
は
写
真
と

世
界
の
人
々
を
繋
ぐ
こ
と
を
目
的
に

「
写
真
文
化
首
都
」
宣
言
を
行
い
ま
し

た
。

　

外
国
人
向
け
の
日
本
語
教
育
事
業
も

推
進
し
て
お
り
、
町
内
の
福
祉
専
門
学

校
に
日
本
語
学
科
を
開
設
し
、
さ
ら
に

旧
東
川
小
学
校
校
舎
を
利
用
し
て
、
日

本
初
の
「
東
川
町
立
東
川
日
本
語
学

校
」
を
開
校
し
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を

中
心
に
16
か
国
、
述
べ
１
，
８
０
０
人

の
留
学
生
や
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
は
、
敷
地
約
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
東
川
小
学
校
を
新
設
し
ま
し

た
。
小
学
校
は
平
屋
建
て
の
オ
ー
プ
ン

教
室
と
な
っ
て
お
り
、
世
界
的
に
有
名

な
芸
術
作
品
が
展
示
さ
れ
、
廊
下
の
延

長
が
約
２
７
０
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
規

模
な
教
育
施
設
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

学
童
保
育
機
能
を
有
し
た
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
や
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
公
園
、
人

工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
、
野
球
場
、
農
園
等

が
隣
接
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
川
町
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度

化
に
伴
い
「
ひ
が
し
が
わ
株
主
制
度
」

を
創
設
し
、
特
色
の
あ
る
４
事
業
へ
の

投
資
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
東
川
町
へ

の
寄
付
を
投
資
と
い
う
形
で
行
う
こ
と

に
よ
り
、
寄
付
者
で
は
な
く
株
主
と
な

り
、
町
の
未
来
を
共
に
育
て
て
い
く
制

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
東
川
町
は
定

住
人
口
を
維
持
し
な
が
ら
「
ひ
が
し
が

わ
株
主
制
度
」
を
活
用
し
て
、
東
川
町

に
魅
力
を
感
じ
、
応
援
し
て
く
れ
る
交

流
人
口
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

境
町
で
は
、
移
住
・
定
住
促
進
を
町

の
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
委
員
会
に
お
い

て
も
更
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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橋本町長に
要望書が提出されました

美しい音楽、歌声、魅惑的なタンゴが披露されました 駐日特命全権大使アラン・ベロー閣下

焼きたてのパンを試食させていただきました

12月13日にオープンした
河岸の駅さかい さかい河岸ベーカリー

◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

岩
﨑　
　

博

　

副
委
員
長　
　

飯
田　
　

進

　

委　
　

員　
　

須
藤　

信
吉

　

委　
　

員　
　

相
良　

昌
宏

　

委　
　

員　
　

鈴
木　

英
明

　

『
河
岸
の
駅
さ
か
い　

さ
か
い
河
岸

ベ
ー
カ
リ
ー
』
の
視
察
を
12
月
４
日
に

行
い
ま
し
た
。

　

現
代
風
に
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
た
店
内

は
、
巨
大
な
木
桶
が
埋
め
込
ま
れ
る
な

ど
和
と
洋
が
調
和
し
た
作
り
と
な
っ
て

お
り
、
道
の
駅
に
オ
ー
プ
ン
し
た
『
さ

か
い
サ
ン
ド
』
に
続
き
、
新
た
な
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
月
13
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た

方
々
か
ら
喜
び
の
声
が
上
が
っ
て
お
り

ま
し
た
。 河

岸
の
駅
さ
か
い

さ
か
い
河
岸
ベ
ー
カ
リ
ー

　

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
会
館
は
昭
和
14
年
に

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
代
理
公
使
か
ら
寄
贈
さ

れ
、
80
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
老

朽
化
に
よ
る
改
修
の
必
要
性
か
ら
、
野

本
勇
作
さ
ん
・
長
田
地
区
区
長
会
か
ら

橋
本
町
長
・
倉
持
議
長
に
、
町
に
よ
る

改
築
を
依
頼
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
長
田
地
区
選
出
の
議

員
か
ら
も
同
要
望
書
を
橋
本
町
長
に
提

出
い
た
し
ま
し
た
。

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
会
館

改
築
要
望
書
に
つ
い
て
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